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総人口　48,933(-5）                    

　男　　24,498(+7）        

　女　　24,435(-12)

世帯数　22,974(+17)

人口と世帯数

（平成 27 年 2 月末日現在の住民
基本台帳・外国人登録人口）

今
月
の
主
な
内
容

■介護保険制度の改訂

　離島割引の還付金申請など…2P

■平成27年度施政方針…4-13P

■教育委員会だより…14P

■お知らせ…15P

■市民カレンダー…16P

■

■

■

■

■

- 平成27年石垣市生年（マリドゥシ）祝式典 - 
2月19日（旧正月）、石垣市民会館大ホールにて石垣市生年祝式典が開催されました。
今年、生年祝いのお年寄りは市内では97歳のカジマヤーを迎えられた方が60人、85歳
は253人となり、108歳が5人となります。贈呈式には136人が出席し、中山義隆市長
から一人ひとりに頌状と記念品が手渡されました。

- 平成27年石垣市生年（マリドゥシ）祝式典 - 
2月19日（旧正月）、石垣市民会館大ホールにて石垣市生年祝式典が開催されました。
今年、生年祝いのお年寄りは市内では97歳のカジマヤーを迎えられた方が60人、85歳
は253人となり、108歳が5人となります。贈呈式には136人が出席し、中山義隆市長
から一人ひとりに頌状と記念品が手渡されました。



親子記者募集のお知らせ

離島割引の還付金申請は４月３日（金）まで！

平成 26 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日までに、離島割引による小児・障がい者割引運賃にて
下記の航空路線をご利用された方は、「沖縄離島住民等交通コスト負担軽減事業」による還付金申
請が行えます。必要書類をご確認の上、４月３日（金）までに市民課窓口にて申請いただきますよ
うお知らせいたします。

【利用路線】　 石垣－宮古島間、石垣－与那国島間
【対 象 者】　 搭乗時に　○１１歳以下の方　　○身体障がい者手帳、療育手帳をお持ちの方
【申請に必要な書類】
・搭乗券または運賃種別が記載された搭乗証明書　・離島住民カード
・本人または保護者等の通帳　・運転免許証など申請者の本人確認書類
・印鑑（認印可）　・身体障がい者手帳、療育手帳（障がい者の方のみ）
※期限を過ぎてからの申請は受付できませんのでご注意ください。

◆お問い合わせ　　市民保健部　市民課　交付係　　電話：０９８０-８２-１２６０

「長崎平和の日」前後に長崎市内で開催される平和関連行事などを、小学生とその保護者が取材し、
「おやこ記者新聞」として発行する「親子記者事業」の応募者を募集しています。
【実施場所】長崎市内
【実施期間】平成 27 年 8 月 8 日（土）～ 11 日（火）
【参加費補助】主催者負担①交通費②宿泊費③取材補助経費（1組当たり 1万円）
【応募方法】ハガキまたはＥメールで次の必要事項を書いてお送りください。①住所②参加者の氏名
（ふりがな）・性別・学年（H27.4.1 現在）③参加者の小学校名④電話番号⑤保護者氏名（ふりがな）・
性別⑥平和を願う一言メッセージ※詳しくは当協議会ＨＰをご確認ください。
【応募締切】平成 27 年 5 月 13 日（水）（当日消印有効）
【お問合せ・応募先】日本非核宣言自治体協議会事務局
☎：095-844-9923　　E-mail:info@nucfreejapan.com
URL:http://www.nucfreejapan.com/

平成 27 年 4 月から介護保険制度が変わります！

○介護保険サービスを利用した時の自己負担が変わりました。
介護報酬改定にともなって、介護保険サービスの利用料が変更されました。
介護サービスを利用した時に支払う金額がこれまでと変わりますのでご注意ください。

○介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の入所基準が変わりました。
介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の新規入所は、原則として要介護３以上の人となりまし
た。ただし、すでに入所している要介護１・２の人は引き続き入所できる経過措置が設けられてい
ます。また、要介護１・２で認知症などを抱えている場合で、やむを得ない事情があれば、新規入
所が認められています。

【問合せ先】

介護長寿課　給付認定係　電話：０９８０‐８２‐７１５８

社会教育学級委託団体募集

自分たちでテーマを設定し、そのテーマに沿った講義・実習・見学等の講座を実施してみませんか。
より良い社会生活のためにはどうしたら良いのか。青年会や婦人会、老人クラブ等の活動を充実させるためには、ど
うしたら良いのか。スポーツや趣味の活動を通して地域とどのように関わっていけるのか。石垣市教育委員会では「社
会教育学級」の開設・運営を希望する団体を募集しています。
【募集学級】・高齢者学級・婦人学級・成人学級・青年学級（各１学級）
【応募条件】
①石垣市民で構成し、活動している社会教育団体や文化・サークル団体であること。
②常時 20 人以上の学習参加者が見込まれること。　
③学級開設期間内（開級日～平成 27 年 12 月 20 日まで）に講座を 20 時間以上開催すること。
④学級運営は、石垣市教育委員会の指導・助言のもとに、応募団体が自主的に行うこと。
⑤学級運営に係る経費に委託料を充てること（委託料を超える分の経費は団体負担となります。）。
⑥学級で得られた成果を石垣市生涯学習フェスティバルで発表すること（展示・舞台発表など 平成 28年 2月開催予定）。
【申込方法】
「学級応募申請書」に必要事項を記入のうえ、提出してください（いきいき学び課で配布）。ただし、応募団体の中か
ら石垣市教育委員会が審査し、委託団体を決定します。
【申込締切】平成 27 年 4 月 24 日（金）午後 5時
【お問い合わせ】石垣市教育委員会　いきいき学び課　☎０９８０-８３-０３７３
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しごとや生活に困っていらっしゃる方、まずはご相談ください。相談窓口では一人ひとりの状況に合わせた支援プラ
ンを作成し、専門の支援員があなたに寄り添いながら、他の専門機関と連携して、解決に向けた支援を行います。

自立相談支援事業 住居確保給付金の支給

あなただけの支援プランを作ります。 家賃相当額を支給します。

生活に困りごとや不安を抱えている場合は、まず
は地域の相談窓口にご相談ください。支援員が相
談を受けて、どのような支援が必要かをあなたと
一緒に考え、具体的な支援プランを作成し、寄り
添いながら自立に向けた支援を行います。

離職などにより住居を失った方、または失うおそれ
の高い方には、就職に向けた活動をすることなどを
条件に、一定期間、家賃相当額を支給します。生活
の土台となる住居を整えた上で、就職に向けた支援
を行います。

4月から、生活困窮者への支援制度が始まります。4月から、生活困窮者への支援制度が始まります。

等をサポートします。等をサポートします。就 職 住 居

まずは地域の
相談窓口へ。
まずは地域の
相談窓口へ。

生活の状況を
見つめる。
生活の状況を
見つめる。

あなただけの
支援プランを。
あなただけの
支援プランを。

支援決定・
サービス提供。
支援決定・
サービス提供。

定期的な
モニタリング。
定期的な
モニタリング。

真に安定した
生活へ。
真に安定した
生活へ。

各自治体の窓口に配
置されている支援員
が応対します。何ら
かの理由で窓口にお
越しいただけない場
合はご自宅にも訪問
します。

あなたの生活の困り
ごとや不安を支援員
にお話しください。
生活の状況と課題を
分析し「自立」に向
けて寄り添いながら
支援を行います。

支援員はあなたの意
思を尊重しながら、
自立に向けた目標や
支援内容を一緒に考
え、あなただけの支
援プランを一緒に作
ります。

完成した支援プラン
は自治体を交えた関
係者の話し合い（支
援調整会議）により
正式に決定され、そ
の支援プランに基づ
いて各種サービスが
提供されます。

各種サービスの提供
がゴールではありま
せん。あなたの状態
や支援の提供状況を
支援員が定期的に確
認し、支援プラン通
りにいかない場合は
支援プランを再検討
します。

あなたの困り事が解決
されると支援は終了し
ますが、安定した生活
を維持できているか、
一定期間、支援員によ
るフォローアップがな
されます。

＜相談から支援までの流れ（相談無料・秘密厳守）＞

ご相談は　石垣市福祉事務所(福祉部福祉総務課内）　生活困窮者担当窓口
電話：0980-82-5045　　FAX:0980-82-1580

ケーブルテレビの「デジアナ変換サービス」は 27 年 3 月までに終了します

暫定的にアナログテレビでもケーブルテレビ経由
で地上波デジタル放送を視聴できる「デジアナ変
換サービス」は27年 3月までに終了します。引き
続き、デジタル放送を見るには次の3つの受信方
法があります。

・ ケーブルテレビと契約し、デジタルSTB（セット 
  トップボックス）を設置する
・ デジタルテレビに買い替える
・ 地デジチューナーを購入し、アナログテレビに
  接続する

また、ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯については、
地デジチューナの無償給付を受けられる場合があ
ります。
【問合せ先】
総務省地デジコールセンター　☎0570（07）0101へ。対策はお早めに！

毎月１日は　★★★ ラジオ体操会 ★★★

６：１５～７：００まで　石垣市中央運動公園陸上競技場（雨天：屋内練習場）
主催：石垣市　石垣市体育協会　お問い合わせ：０９８０－８８－６６６６



に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
育
士
確
保
と
既
存

の
保
育
園
の
増
改
築
を
支
援
し
、
定
数
増
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
世
代
の
子
育
て
環
境
を
整
え
る
の
と
同

時
に
、
人
生
の
最
期
を
見
送
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
火
葬
場
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
も
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
用
地

の
取
得
・
造
成
を
実
施
し
、
施
設
の
実
施
設

計
を
進
め
る
と
と
も
に
火
葬
炉
設
備
工
事
に

も
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
施
設

の
完
成
を
目
指
し
、
建
築
工
事
、
火
葬
炉
設

置
を
含
め
た
設
備
工
事
、
外
構
工
事
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
施
策
を
推
進
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
場
と
な
る
の
が
市
役
所
で
す
。

築
45
年
が
経
過
し
た
本
庁
舎
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
か
ら
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を

進
め
て
お
り
、
主
に
建
設
位
置
が
議
論
の
焦

点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
意
見
を
慎
重
か
つ
丁
寧
に
積
み

上
げ
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
、
次

の
基
本
設
計
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

島
の
自
然
環
境
を
守
り
活
か
す

「
い
し
が
き
」

１
．
環
境
と
風
景

　

昨
年
は
約
１
１
１
万
６
千
人
と
い
う
多
く

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
本
市
の
発
展
と
同
時
に
、
環

境
へ
の
負
荷
と
い
う
側
面
も
併
せ
持
っ
て
お

り
ま
す
。
環
境
へ
の
負
荷
低
減
の
た
め
、
「
石

垣
市
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
を
基
本
と
し

て
、
昨
年
度
は
「
石
垣
市
海
洋
基
本
計
画
」
と

連
動
し
た
波
力
発
電
の
可
能
性
を
沖
縄
県
と

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
同

時
に
、
昨
年
度
に
策
定
し
た
「
バ
イ
オ
マ
ス

利
活
用
計
画
」
に
基
づ
き
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
フ
ル
活
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
を
活
用
し
た
液
肥
利
用
を
推
進

す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
フ
ル
活
用
を

更
に
進
め
、
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
消
化
液
の

実
証
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源

循
環
の
効
率
的
な
収
集
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
美
し
く
住
み
よ
い
島
を
保
つ
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
も
不
法
投
棄
防
止
対
策
及
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
支
援
を
「
美
化
推
進
事

業
」
と
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年

度
は
、
市
内
の
各
小
中
学
校
に
お
い
て
「
石

垣
市
に
お
け
る
家
庭
ご
み
の
現
状
」
に
つ
い

て
の
環
境
学
習
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

次
世
代
を
引
き
継
ぐ
子
ど
も
達
に
対
し
、
廃

棄
物
の
適
正
処
理
や
不
法
投
棄
防
止
の
意
識

啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
の
実
践
に

よ
り
保
た
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
は
、
多
く

の
恵
み
を
私
達
に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
水
で
す
。
本
市
の
水
道
水
は
、

そ
の
恵
み
を
も
と
に
、
各
家
庭
・
事
業
所
な

ど
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
自
然
が
生
み
出
す
本
市
の
魅

力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
々
に
知
っ

て
も
ら
い
、
本
市
の
自
然
環
境
保
全
に
対
す

る
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、
観
光
客
が
大
幅
に
増
え
、
そ
れ
に
伴

い
観
光
地
と
し
て
の
開
発
が
活
発
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
魅
力
あ
る
風
景
・
景
観
づ
く
り

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

本
年
度
は
、
「
石
垣
市
風
景
計
画
」
の
成
果

や
空
港
開
港
後
の
現
状
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
計
画
改
訂
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
久
保
地
域
に
は
、
サ
ガ
リ
バ
ナ
の
大
群

落
が
あ
り
、
開
花
シ
ー
ズ
ン
に
は
幻
想
的
な

風
景
を
醸
し
出
し
ま
す
。
こ
の
サ
ガ
リ
バ
ナ

大
群
落
地
域
の
適
正
な
保
護
と
利
用
を
図
る

た
め
、
西
表
石
垣
国
立
公
園
へ
の
編
入
に
向

け
た
手
続
き
が
環
境
省
に
お
い
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
地
域
資
源
の
保
全
・
活
用
の
た
め

、
地
元
自
治
体
と
し
て
も
積
極
的
に
協
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

街
な
か
の
緑
は
生
活
空
間
を
豊
か
に
し
、

街
を
潤
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
亜
熱
帯
特

有
の
緑
は
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
フ
ラ
ワ

ー
ロ
ー
ド
」
や
「
花
い
っ
ぱ
い
」
に
関
す
る

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度

も
引
き
続
き
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
空

間
に
お
い
て
、
南
国
ら
し
い
熱
帯
花
木
で
彩

る
な
ど
緑
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

は
じ
め
に

「
南(

ぱ
い)

ぬ
島(
し
ま)

石
垣
空
港
」
が
平

成
25
年
３
月
７
日
に
開
港
し
て
か
ら
、
丸
２

年
が
経
過
し
、
昨
年
の
本
市
へ
の
入
域
観
光

客
数
は
初
め
て
１
０
０
万
人
の
大
台
を
突
破

し
、
約
１
１
１
万
６
千
人
と
過
去
最
高
を
記

録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
石
垣
市
観
光
基

本
計
画
」
に
お
い
て
設
定
し
た
目
標
を
６
年

前
倒
し
し
て
の
達
成
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
も

観
光
業
界
を
は
じ
め
関
係
団
体
の
皆
様
、
そ

し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
努
力
の
賜
物

で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
好
調

の
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
一
括
交
付
金
を
活

用
し
た
官
民
一
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

や
メ
デ
ィ
ア
露
出
等
が
空
港
開
港
効
果
を
高

め
て
い
る
こ
と
と
同
時
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
の

定
期
的
な
寄
港
増
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
年

度
も
こ
の
好
調
を
維
持
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
国
際
交
流
拠
点
都
市
と
し

て
、
石
垣
空
港
国
際
線
施
設
を
活
用
し
、
台

湾
、
韓
国
、
香
港
な
ど
東
ア
ジ
ア
圏
域
か
ら

の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航
並
び
に
定
期
便
化
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
市
の
重
要
施
策
と
し
て
位
置

付
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
ゴ
ル
フ

場
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民
が
一

日
も
早
い
建
設
を
望
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
企
業
等
が

進
め
て
き
た
取
り
組
み
を
更
に
前
進
さ
せ
る

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
証
し
、
行
政

と
し
て
も
積
極
的
に
協
力
し
、
実
現
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
観
光
振
興
に
資
す
る
施
策
を
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
世
界
中
か

ら
多
く
の
人
々
が
本
市
を
訪
れ
、
交
流
を
通

じ
て
、
国
際
交
流
拠
点
都
市
と
し
て
、
本
市

が
世
界
平
和
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

「
観
光
は
平
和
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
こ
れ
は
、

１
９
６
７
年
の
国
際
観
光
年
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
戦
争
を
経
験
し
た
方
が
高
齢
化
し

て
い
く
な
か
、
そ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
多
く
の
市
民
に
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
戦
争
の
教
訓
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ

た
め
「
八
重
山
戦
争
マ
ラ
リ
ア
犠
牲
者
追
悼

式
」
並
び
に
「
石
垣
市
全
戦
没
者
追
悼
式
・

平
和
祈
念
式
」
を
次
世
代
で
あ
る
若
い
世
代
も

一
緒
に
な
っ
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
和
へ
の
思
い
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と

引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
次
世
代
を
安
心
し
て

育
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
少
子
化
に
よ
り

人
口
が
減
少
し
、
次
世
代
の
担
い
手
に
大
き

な
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。
政
府
は
、
５
０
年

後
も
人
口
１
億
人
を
維
持
す
る
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
本
市
の
人
口
は
幸
い

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
い
将
来
に
は
減
少
傾
向
に
入
る
と
い
う
統

計
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
減
少
に

転
じ
る
前
に
、
増
加
傾
向
に
あ
る
今
の
う
ち

に
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
育
て
を
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
で
の
子
育
て
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
」
の
実
施
に
向
け
、
市
民

参
画
と
協
働
に
よ
る
「
石
垣
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
会
議
」
の
議
論
・
提
言
等
を
い
た

だ
き
、
向
こ
う
５
ヶ
年
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
致
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
そ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
新
た
に

「
子
ど
も
政
策
係
」
を
設
置
し
、
来
年
度
に

お
け
る
公
立
幼
稚
園
９
園
の
幼
稚
園
型
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
並
び
に
公
立
保
育
所
１

ヵ
所
の
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
施
設

整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
掲
げ
て
い
る

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
、
着
実
に
歩
み
を
進

め
る
た
め
、
新
た
な
認
可
保
育
園
の
新
設
支

援
を
は
じ
め
、
認
可
化
移
行
の
促
進
・
支
援

平成27年度施政方針平成27年度施政方針

平
成
二
十
七
年
度　

施
政
方
針

平
成
二
十
七
年
度　

施
政
方
針

石
垣
市
長　

中
山　

義
隆

石
垣
市
長　

中
山　

義
隆

平成27年度施政方針平成27年度施政方針



組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続

き
飲
酒
運
転
根
絶
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
昨
年
も
日
本
各
地
で
局
地
的
豪

雨
や
暴
風
な
ど
自
然
現
象
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
離
島
県
の
な
か
の
離
島
に
あ

る
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
災
害
時
の
外
部

か
ら
の
救
援
や
復
旧
の
こ
と
を
考
慮
し
、
あ

ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対
す
る
減
災
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
迅
速
か
つ
適
切
な
防
災
情
報
伝
達

が
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

防
災
行
政
無
線
の
整
備
拡
充
並
び
に
防
災
行

政
無
線
の
未
整
備
地
区
や
難
聴
地
域
に
対
す

る
情
報
伝
達
補
完
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
増
加
す
る
観
光

客
の
動
態
把
握
を
行
い
、
避
難
者
受
入
検
証

と
避
難
所
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
「
石
垣
市

地
域
防
災
計
画
」
の
修
正
を
行
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
防
災
講
演
会
に

よ
る
災
害
に
強
い
人
づ
く
り
、
津
波
一
時
避

難
ビ
ル
拡
充
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
支
援
が
必
要
な
要
援
護
者
に
配
慮
し

た
福
祉
避
難
所
の
整
備
に
向
け
て
、
昨
年
度

は
基
本
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

よ
り
詳
細
な
実
施
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

 
 

災
害
時
に
お
き
ま
し
て
は
、
公
的
機
関
の

支
援
が
届
く
ま
で
の
間
、
地
域
の
消
防
団
、

自
主
防
災
組
織
が
救
助
活
動
を
担
う
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
担
い
手

と
な
る
自
主
防
災
組
織
を
昨
年
度
は
10
ヵ
所

立
ち
上
げ
、
合
計
36
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
引
き
続

き
各
地
域
に
促
し
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
65

ヵ
所
の
結
成
を
目
指
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

災
体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
救
命
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
く
の
事

業
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

行
い
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
「
市
民

救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
制
度
を
実
施
し
て
お

り
、
現
在
１
４
１
件
の
事
業
所
に
登
録
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
普
及
及
び
設
置
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

事
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

「
市
民
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
登
録
事
業

所
を
更
に
増
や
し
、
市
民
の
安
心
な
暮
ら
し

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
光
客
も
安
心
し
て

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。
同
時
に
、
現
在
、
２
台
の
高
規
格

救
急
車
を
運
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
の
１
台
が
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す
。
救
急

活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
救
急
車
の
整

備
を
行
い
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
輝
く

「
い
し
が
き
」

３
．
生
き
が
い

　

少
子
高
齢
化
の
波
は
本
市
に
も
押
し
寄
せ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
全
て
の
市

民
が
健
康
的
な
生
活
を
享
受
し
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
「
健
康
都
市
」
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民

健
診
、
健
康
増
進
、
母
子
保
健
な
ど
を
積
極

的
に
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
も

受
診
率
が
県
内
11
市
中
ト
ッ
プ
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
健
指
導
率
に
お
き

ま
し
て
も
、
昨
年
度
・
比
23
・
1
％
増
の
57

・
6
％
と
県
内
11
市
中
最
も
高
い
伸
び
率
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
増
進
の
取

り
組
み
の
効
果
が
着
実
に
現
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
市
民
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

向
け
て
更
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

の
母
子
の
健
康
や
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
近
年
の
妊
産
婦
や
子
育

て
世
帯
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え

て
、
本
市
の
母
子
に
関
す
る
具
体
的
な
課
題

等
に
つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
、
５
ヶ
年
を
区

切
り
と
し
た
新
た
な
「
母
子
保
健
計
画
」
の

策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
第
６
期

石
垣
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
が
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

計
画
期
間
で
あ
る
今
後
３
年
間
に
お
い
て
、

低
所
得
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
施
設
へ
の
入
所
待
機
者
の
解
消

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

推
進
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
「
ま
ち
か

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を
活
用
し
、
多
く

の
市
民
、
地
域
団
体
に
よ
る
緑
化
活
動
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
市
に
は
、
多
く
の
緑
と
豊
か

な
自
然
に
育
ま
れ
た
希
少
野
生
動
植
物
や
、

白
保
、
名
蔵
、
石
西
礁
湖
の
サ
ン
ゴ
礁
な
ど

世
界
に
誇
れ
る
自
然
環
境
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
国
内
外
に
発
信
し

て
い
く
施
設
と
し
て
、
国
立
自
然
史
博
物
館

の
誘
致
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

快
適
で
生
活
し
や
す
い
ま
ち

「
い
し
が
き
」

２
．
快
適
・
安
心

「
南
ぬ
島
石
垣
空
港
」
が
開
港
し
、
そ
れ
ま

で
本
市
の
発
展
を
力
強
く
支
え
て
き
た
空
港

は
役
割
を
終
え
、
空
港
跡
地
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
跡
地
に
は
消
防
庁
舎
が
移
転
し
、

平
成
29
年
度
に
は
県
立
八
重
山
病
院
の
開
院

が
控
え
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
県
道
石
垣
空

港
線
の
整
備
が
始
ま
っ
て
い
る
中
で
、
将
来

の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
及
び
経
済
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
場
所
と
し
て
、
市
民

や
企
業
の
期
待
と
注
目
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
跡
地
南
側
に
位
置
す
る
南
大
浜(

は
い

ほ
ー
ま)

地
区
は
、
か
ね
て
よ
り
商
業
施
設
や

集
合
住
宅
、
新
興
住
宅
等
の
立
地
が
進
み
新

た
な
市
街
地
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

跡
地
の
開
発
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
跡
地
周
辺
を
含
め
た
適
正

か
つ
効
率
的
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
に
も
、

跡
地
の
大
部
分
を
所
有
し
て
い
る
国
及
び
沖

縄
県
と
連
携
し
、
か
つ
民
間
の
所
有
者
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
導

入
に
向
け
て
、
具
体
的
な
整
備
手
法
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
道
真
喜

良
１
４
号
線
・
多(

た)

原(

ば
る)

支
線
、
都

市
計
画
道
路
３-

５-

１
８
号
（
商
工
西
通
り
）

・
３-

５-

１
９
号
（
二
中
北
通
り
）
の
拡
幅

整
備
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
規
事

業
と
し
て
真
喜
良
地
区
の
都
市
計
画
道
路
３-

５-

１
１
号
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
市
道
の
舗
装
の
劣
化
が
著
し
い

箇
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
順
次
道
路
の
改
修

整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

海
の
玄
関
口
で
も
あ
り
ま
す
石
垣
港
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
石
垣
港
港
湾
計
画
」

を
基
に
ア
ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、
国

内
外
と
の
多
様
な
交
流
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
八
重
山
圏
域
の
生
活
・
産
業
を
支
え
る

物
流
拠
点
と
し
て
、
本
市
の
発
展
に
貢
献
す

る
港
湾
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度

は
、
離
島
へ
の
物
流
の
拠
点
と
な
る
離
島
フ

ェ
リ
ー
バ
ー
ス
並
び
に
南(
ぱ
い)

ぬ
浜(

は
ま)

町
で
の
緑
地
及
び
小
型
船(
ふ
な)

だ
ま
り
の

整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市

民
待
望
の
人
工
ビ
ー
チ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
部
供
用
開
始
に
向
け
、
背
後
緑
地
の
整
備

と
併
せ
、
付
帯
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、
市

民
や
観
光
客
な
ど
の
憩
い
と
交
流
の
場
と
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
本
格

的
な
国
際
交
流
拠
点
港
湾
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
配
水
区
域

の
拡
張
に
伴
う
配
水
管
の
布
設
と
老
朽
管
の

更
新
に
よ
る
耐
震
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
併
せ
て
野
底
浄
水
場
の
電
気
機
械
設
備

を
更
新
し
、
更
な
る
安
定
給
水
と
維
持
管
理

費
の
低
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

同
時
に
、
無
効
水
量
の
低
減
を
図
る
た
め
、

配
水
区
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
推
進
し
、
漏
水

個
所
の
早
期
発
見
と
修
繕
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

 
 

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
新
川
、
石
垣
、
大
川
、
登
野
城
地
区

の
下
水
道
未
普
及
地
区
の
汚
水
管
渠
の
整
備

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き

続
き
同
地
域
の
汚
水
管
渠
布
設
整
備
並
び
に

公
設
市
場
周
辺
の
浸
水
防
除
を
目
的
と
し
た

雨
水
幹
線
管
渠
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
南
ぬ
島
石
垣
空
港
」
の
開
港
以
来
、
入
域

観
光
客
数
の
増
加
を
背
景
に
交
通
量
も
増
加

傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
、
団
体
及
び
地
域
と
緊
密
な
連
携

を
取
り
、
交
通
安
全
対
策
を
図
る
と
と
も
に
、

交
通
安
全
運
動
や
交
通
環
境
の
整
備
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
根
絶

に
向
け
て
は
、
昨
年
度
は
、
企
業
・
飲
食
店

対
抗
甲
子
園
を
実
施
し
、
事
業
者
に
よ
る

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い　

さ
せ
な
い　

許
さ

な
い
」
の
社
会
環
境
の
実
現
に
向
け
て
取
り
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活
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
定

着
化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
消
費
効
果
を

地
域
に
波
及
さ
せ
、
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
つ
き
ま
し
て
、
コ
ー

ス
や
交
通
規
制
な
ど
大
会
の
あ
り
方
を
見
直

す
た
め
、
昨
年
度
は
開
催
を
見
送
り
、
再
開

に
む
け
関
係
団
体
等
と
調
整
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技

団
体
が
主
催
し
、
本
市
は
共
催
と
い
う
立
場

で
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
大

会
の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
全
国
の
ト

ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
を
は
じ
め
、
市
民
、
関
係

者
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
、
石
垣
島
を
舞
台

に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
カ
ム
事
業
の
一
環

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
更
な
る
観

光
誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
年
後
に
は
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
に
向
け
て
は
、
本
市
の
温
暖
な
気
候
、

移
動
手
段
の
利
便
性
、
選
手
の
心
と
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
豊
か
な
自
然
な
ど
を
利

用
し
、
国
内
外
選
手
の
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
受
け
入
れ
態
勢
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性

化
や
観
光
振
興
を
図
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
本
年
度
に
設
置
さ

れ
る
国
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
動
向
や
県
、
他
市

町
村
の
取
り
組
み
を
調
査
・
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

文
化
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
の
観
光
価
値
を
三(

さ
ん)

線(

し
ん)

の
調

律
を
意
味
す
る
「
ツ
ン
ダ
ミ
」
と
定
義
し
、

文
化
と
観
光
を
複
合
し
た
規
模
感
の
あ
る
野

外
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ン
ダ
ミ　

ア
イ
ラ
ン
ド　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
本
市
の
リ

ゾ
ー
ト
イ
メ
ー
ジ
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
象
徴
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
も
引
き
続
き
、
総
合
的
か
つ
網
羅
的

な
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
特
産
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
の

開
発
支
援
事
業
、
特
産
品
の
知
名
度
向
上
や

新
商
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
更
に
国
内
外

に
お
け
る
販
路
拡
大
・
開
拓
を
推
進
す
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
及
び
優
位
性
が
あ
る

農
水
産
物
を
活
用
し
た
特
産
加
工
品
づ
く
り

と
ブ
ラ
ン
ド
化
、
作
り
手
を
育
成
す
る
人
材

育
成
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
・
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
向
こ
う
６
年
間
を
見
据
え
た
「

石
垣
ま
ち
な
か
活
性
化
戦
略
プ
ラ
ン
」
に
お

け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
確
実

な
実
施
と
、
商
工
会
、
観
光
交
流
協
会
、
商

店
街
、
民
間
事
業
者
等
と
の
協
働
体
制
の
構

築
を
よ
り
一
層
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
１
次
産
業
の
さ

と
う
き
び
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度

は
、
生
産
性
の
向
上
及
び
省
力
化
に
対
応
す

る
た
め
、
集
団
営
農
用
機
械
の
整
備
並
び
に

中
型
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
１
台
導
入
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
北
部
地
区
及
び
北
西
部
地
区
を

重
点
地
区
と
し
て
、
新
規
に
２
台
の
機
械
導

入
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
に
お
け
る
地
域
資
源
の
適
切

な
保
全
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に
、
「
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
」
を
活
用
し
、
農
用
地

法
面
の
補
修
、
鳥
獣
害
防
護
柵
の
適
正
管
理
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
、
台
風
や
大
雨
前

後
の
対
策
、
農
道
の
補
修
・
清
掃
な
ど
の
作

業
を
行
う
活
動
組
織
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

緊
急
優
良
母
牛
更
新
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
は
、
畜
産
農
家
に
対
し
、
約
80
頭
の

産
肉
能
力
の
高
い
優
良
牛
の
導
入
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
畜
産
農
家
に

対
し
、
昨
年
度
と
同
数
程
度
の
予
算
を
確
保

し
、
産
肉
能
力
の
高
い
優
良
牛
の
導
入
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元

産
の
モ
ズ
ク
、
マ
グ
ロ
、
ソ
デ
イ
カ
な
ど
を

一
次
加
工
す
る
県
内
初
の
複
合
型
水
産
加
工

施
設
が
本
年
度
に
完
成
し
ま
す
。
完
成
後
は
、

産
地
協
議
会
に
お
い
て
、
安
定
供
給
、
衛
生

管
理
の
充
実
、
品
質
管
理
の
拡
充
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
北
部
地
域
に
お

い
て
は
、
「
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
」
を
活

用
し
て
、
船
越
漁
港
の
航
路
浚
渫
と
浮
桟
橋

の
整
備
、
伊
野
田
漁
港
の
東
屋
の
整
備
を
継

続
的
に
行
い
、
漁
業
者
の
就
労
環
境
の
改
善

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
、
登
野
城

漁
港
内
の
波
高
を
穏
や
か
に
保
つ
た
め
に
、

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に
対
応
す
る
新

し
い
地
域
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

今
後
の
生
活
支
援
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
つ
な
ぐ
ブ
ラ
ン
チ
を

１
か
所
設
置
し
、
相
談
窓
口
の
充
実
及
び
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
は
、

基
本
計
画
と
な
る
「
第
４
次
石
垣
市
障
が
い

者
福
祉
計
画
」
と
実
施
計
画
と
な
る
「
第
４

期
石
垣
市
障
害
福
祉
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
す

る
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
計
画
の
実

現
に
向
け
、
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
に
基

づ
き
、
各
種
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談

支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
主
体
と
し
た
相
談
支
援
の
更
な
る
機

能
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
立
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
を
図
り
「
就
労
自
立
」

を
支
援
す
る
と
同
時
に
、
「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
」
と
も
連
動
す
る
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
を
導
入
し
、
自
立
の
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

「
い
し
が
き
」

４
．
活　

力

　

冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
昨

年
は
約
１
１
１
万
６
千
人
と
い
う
過
去
最
高

の
入
域
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の

好
調
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
本
市
の
観
光

理
念
で
あ
る
「
島
ぬ
美(

か
い)

し
ゃ
、
心(

き

む)

美(

か
い)

し
ゃ
」
を
体
現
す
る
観
光
受
入

基
盤
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
観
光
需
要
の
安
定
化
に
よ
り
期
待
さ

れ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲

得
に
対
す
る
観
光
課
題
で
あ
る
消
費
額
や
満

足
度
の
向
上
、
そ
し
て
、
観
光
資
源
と
し
て

の
自
然
環
境
の
保
全
、
着
地
型
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
造
成
、
空
港
や
港
か
ら
観
光
目
的
地

ま
で
の
二
次
交
通
の
充
実
、
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
強
化
や
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
会
議
・
報
奨
旅
行
・
展
示
会
な
ど
の

総
称
で
あ
るM

I
C
E

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

会
館
の
設
備
改
修
に
よ
り
、
良
好
な
環
境
で

利
用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
整
備
を
す
る
こ

と
で
、
島
内
外
の
プ
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
及
び
団
体
に
よ
る
多
く
の
公
演

等
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
種
多
様
な
質
の
高

い
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
更

な
る
文
化
水
準
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

観
光
誘
客
の
基
盤
と
な
る
観
光
施
設
及
び

観
光
地
の
再
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
観

光
施
設
再
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
昨
年
度

か
ら
米
原
キ
ャ
ン
プ
場
の
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ

ー
室
の
改
修
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
は
、
そ
の
完
成
と
玉
取
崎
展
望
台
の
改
修

に
向
け
た
設
計
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
観
光

施
設
づ
く
り
に
努
め
、
観
光
客
の
リ
ピ
ー
タ

ー
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
！
ウ
ェ
ル
カ
ム
！
石
垣

島
！
」
を
展
開
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
誘
致

活
動
を
行
っ
た
結
果
、
「
全
国
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ‘

８(

エ
イ
ト)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
と

極
東
オ
セ
ア
ニ
ア
地
区
の
航
空
会
社
対
抗
の

「F
E
S
P
A
(

フ
ェ
ス
パ)

　

エ
ア
ラ
イ
ン　

バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
本
市
で
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
を
通
じ
て
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
石
垣
島
を
訪
れ
、
全
国
に
、

そ
し
て
世
界
に
広
く
石
垣
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
施
設
、
島
の
お
も
て
な
し
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ン
プ
が
集
ま
る
場
所
「
石
垣
島
」
を
目
指
し

、
新
規
を
含
め
、
積
極
的
に
キ
ャ
ン
プ
や
大

会
等
の
誘
致
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
初
ラ
ン
は
石
垣
島
で
！
」
を
合
言
葉
に
実

施
し
た
第
13
回
石
垣
島
マ
ラ
ソ
ン
は
、
過
去

最
多
の
５
，
０
５
９
人
の
申
込
み
が
あ
り
、

全
都
道
府
県
か
ら
の
参
加
に
加
え
て
、
６
つ

の
国
と
地
域
か
ら
７
９
人
の
申
込
み
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
目
標
と

し
て
い
た
５
，
０
０
０
人
を
突
破
し
、
今
後

は
国
際
的
な
大
会
を
目
指
し
、
更
に
発
展
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
本
市
の
魅

力
で
あ
る
自
然
や
文
化
、
ま
た
、
日
本
最
南

端
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
優
位
性
を
更
に
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本
年
度
は
、
仮
設
校
舎
及
び
本
体
工
事
に
着

手
し
、
来
年
度
完
成
、
再
来
年
度
の
供
用
開

始
に
向
け
、
計
画
的
に
事
業
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
耐
震
化
政
策
を
強
力
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
財
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
と
風
土
に
育
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
護
と
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、
文

化
財
愛
護
思
想
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

同
時
に
、
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
こ
れ
ら
の

文
化
的
資
源
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
年
度
は
、
９
年
ぶ

り
に
石
垣
－
多
良
間
間
の
航
空
路
線
が
復
活

し
ま
す
。
本
市
と
多
良
間
村
と
の
交
流
は
歴

史
的
に
も
長
く
、
１
７
７
１
年
の
明
和
大
津

波
で
は
、
被
害
を
受
け
た
多
良
間
島
民
の
受

け
入
れ
や
食
料
提
供
な
ど
の
支
援
を
石
垣
島

の
人
々
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

石
垣
市
中
央
運
動
公
園
に
「
感
謝
の
碑
」
と

し
て
昨
年
、
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
平
久
保
半
島
東
海
岸
に
は
、
多

良
間
島
の
島
民
が
琉
球
王
府
時
代
に
稲
作
を

し
て
い
た
「
多
良
間(

た
ら
ま)

田(

だ
ー)

」

と
い
う
伝
承
の
地
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

草
木
に
覆
わ
れ
、
そ
の
跡
を
観
察
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
が
、
近
年
ま
で
は
田
の
一
部
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
こ
の

「
多
良
間
田
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
世
代

に
向
け
た
多
良
間
村
と
の
交
流
の
契
機
と
す

る
た
め
に
も
、
資
料
収
集
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

人
を
も
て
な
す
ふ
れ
あ
い
の

「
い
し
が
き
」

６
．
交　

流

　

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
る
本
市

に
と
っ
て
、
人
を
も
て
な
し
、
交
流
す
る
こ

と
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、

種
も
み
交
流
を
20
年
間
続
け
て
き
た
岩
手
県

北
上
市
と
友
好
都
市
を
締
結
致
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
ゆ
か
り
の
ま
ち
締
結
15
周
年
を
迎

え
る
徳
島
県
上
板
町
、
姉
妹
都
市
締
結
20
周

年
を
迎
え
る
台
湾
蘇
澳
鎮
を
は
じ
め
、
国
内

外
の
ゆ
か
り
の
ま
ち
・
親
善
友
好
姉
妹
都
市

と
文
化
・
教
育
な
ど
今
ま
で
以
上
に
交
流
を

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
、
本
市
は
国

際
交
流
拠
点
都
市
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
外
国
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
、

国
際
化
を
図
る
た
め
、
市
内
在
住
の
外
国
人

と
の
情
報
共
有
や
交
流
並
び
に
次
世
代
を
担

う
中
学
生
の
姉
妹
都
市
カ
ウ
ア
イ
郡
へ
の
派

遣
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

女
性
が
輝
け
る
社
会
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
男
女
共
同
参
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
基
本
的
な
計
画
と
な
る
「
第
２
次

石
垣
市
男
女
共
同
参
画
計
画
『
い
し
が
き
プ

ラ
ン
』
」
が
目
標
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
は
そ
の
成
果
を
検
証
し
、
更
に
推
進

さ
せ
る
た
め
の
「
第
３
次
い
し
が
き
プ
ラ
ン
」

策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自
立
し
た
行
政
運
営
の
実
現

７
．
行
財
政
改
革

限
り
あ
る
予
算
と
人
員
を
最
大
限
に
有
効
活

用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す

る
た
め
に
も
、
「
民
間
に
で
き
る
と
こ
ろ
は

で
き
る
限
り
民
間
に
委
ね
る
」
こ
と
を
基
本

に
、
指
定
管
理
者
制
度
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
も
市
直
営
の
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
積
極
的
に
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
を
促
し
、
併
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に

つ
き
ま
し
て
も
業
務
の
一
部
委
託
な
ど
、
引

き
続
き
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽

化
等
の
理
由
に
よ
り
、
今
後
そ
の
多
く
が
更

新
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
更
新
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
今
の
厳
し
い
財
政
事
情
並
び
に
将
来
の
人

口
減
少
の
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
、
計
画

的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
本
市
が
所
管
す
る
公
共
施
設
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
管
理
し
て
い
く
た
め
の

計
画
を
、
来
年
度
の
策
定
に
向
け
て
、
本
年

度
か
ら
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
確
保
と
財
政
の
健
全
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
「
納
め
や
す
い
環
境
づ
く
り
」

と
「
幅
拡
い
滞
納
処
分
」
を
通
し
、
一
昨
年

度
の
徴
収
率
は
92
・
１
％
と
な
り
、
大
幅
に

向
上
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
徴
収
率
は
、
こ

れ
を
更
に
上
回
る
率
を
維
持
し
て
お
り
、
延

滞
金
も
含
め
る
と
飛
躍
的
な
増
収
が
見
込
ま

新
規
事
業
と
し
て
「
水
産
生
産
基
盤
整
備
事

業
」
を
導
入
し
、
波
除
堤
や
防
風
柵
の
整
備

及
び
浮
桟
橋
等
を
整
備
す
る
こ
と
で
漁
業
者

の
就
労
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

製
造
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度

に
策
定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
特
産
品

加
工
施
設
の
試
験
・
実
証
的
稼
働
へ
向
け
、

商
工
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
風
土
の
中
で
育
つ

「
い
し
が
き
」

５
．
は
ぐ
く
む

 
 

教
育
委
員
会
制
度
に
関
す
る
「
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
本
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
教
育

の
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
・
安
定
性
を
確

保
し
つ
つ
、
大
綱
及
び
総
合
教
育
会
議
を
通

し
て
、
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
体
制
の
明

確
化
、
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
向

け
て
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

学
力
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
全
体

で
学
力
向
上
を
図
る
「
冠
鷲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」
に
お
い
て
、
保
護
者
・
退
職
教
員
・

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
公
民
館
・
婦

人
会
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
学
校
の
授

業
終
了
後
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
活

動
開
始
前
の
隙
間
時
間
を
利
用
し
た
取
り
組

み
や
、
長
期
休
暇
時
に
お
け
る
取
り
組
み
な

ど
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
に
授
業
の
予
習
・

復
習
や
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
たI

C
T

教

育
と
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
を
推
進
す
る

た
め
、
知
識
基
盤
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
づ

く
り
と
し
て
、
昨
年
度
は
、
全
学
校
に
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
を
配
備
し
、
併
せ
て
、
問
題
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
プ
リ
ン
ト
教
材
を

拡
充
し
、
基
礎
学
力
の
定
着
が
図
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
更
に
児
童
生
徒
の
個
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、
学

校
教
育
支
援
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
昨
年
度
の

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
小
学
校
の
学

力
が
大
幅
に
向
上
し
、
県
平
均
を
上
回
る
県

内
上
位
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
冠
鷲
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
事
業
推

進
を
図
り
、
更
な
る
学
力
の
向
上
に
資
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
は
、
小
学
校

の
教
科
書
が
新
し
く
な
る
の
と
合
わ
せ
て
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
問
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新
、
学
校

教
育
支
援
員
の
配
置
数
の
拡
充
、
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
特
別

支
援
教
育
の
充
実
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
よ
る

学
力
の
向
上
、
更
に
主
体
的
な
活
動
及
び
遠

隔
協
働
学
習
を
取
り
入
れ
た
「
21
世
紀
型
ス

キ
ル
」
を
身
に
付
け
た
人
材
育
成
を
図
り
、

学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
教
師
の
み
な
ら
ず
、
児
童
生

徒
に
対
し
て
も
学
力
向
上
に
高
い
効
果
が
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
目
指
す
学
力
県

内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
達
成
す
る
た
め
に
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
、
研
修
会
の
実
施
な
ど

学
校
支
援
事
業
も
展
開
し
な
が
ら
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の

充
実
を
図
り
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
等
へ
巻
き
込

ま
れ
な
い
確
か
な
知
識
や
、
よ
り
一
層
の
道

徳
教
育
の
推
進
と
と
も
に
発
達
段
階
に
応
じ

た
指
導
の
充
実
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
時
に
、
小
学
５
・
６
年
生
に
よ
る
外
国
語

活
動
が
必
修
科
目
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
中

学
校
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
へ
外
国
語
学
習

支
援
員
で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
派
遣
し
、
市
立
小

中
学
校
の
外
国
語
活
動
の
充
実
、
国
際
理
解

教
育
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
「
児
童
生
徒
派
遣

費
助
成
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
各
種
大
会
へ

の
参
加
派
遣
費
と
し
て
延
べ
約
４
，
０
０
０

名
の
児
童
生
徒
に
助
成
し
、
全
国
大
会
を
含

め
各
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と
に

貢
献
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
助

成
事
業
を
実
施
し
、
児
童
生
徒
の
技
術
力
向

上
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
は
「
登
野
城
小
学
校
校
舎
新
増
改
築
事
業
」

の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。

平成27年度施政方針平成27年度施政方針平成27年度施政方針平成27年度施政方針



こ
こ
ま
で
本
年
度
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
申

し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
し
っ

か
り
と
実
現
し
、
市
民
と
お
約
束
し
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
日

本
一
幸
せ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
石
垣
市
」
を
皆
様

と
一
緒
に
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
強
く
決

意
致
し
ま
す
。

私
は
職
員
の
先
頭
に
立
ち
、
市
民
と
対
話
を

し
な
が
ら
、
全
身
全
霊
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
局

的
視
野
か
ら
本
市
発
展
へ
の
ご
提
言
と
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

最
後
に
、
本
市
の
益
々
の
発
展
と
石
垣
市
民

全
員
の
ご
多
幸
を
願
い
、
む
す
び
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

れ
ま
す
。
今
後
と
も
「
納
め
や
す
い
環
境
づ

く
り
」
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
従
来
の
「
ク

レ
ジ
ッ
ト
納
付
」
、
「
コ
ン
ビ
ニ
・
ペ
イ
ジ

ー
納
付
」
に
加
え
、
納
め
忘
れ
の
な
い
簡
単

・
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
推
奨
す
る
こ
と

に
よ
り
、
納
期
内
納
付
率
の
向
上
を
目
指
す

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
税
負
担
の
公
平
性

の
も
と
「
幅
拡
い
滞
納
処
分
」
を
展
開
し
、

安
定
・
継
続
的
な
自
主
財
源
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

８
．
予
算
編
成
と
予
算
規
模

 
 

本
市
の
財
政
状
況
は
、
義
務
的
経
費
や
繰

出
金
、
補
助
金
等
の
歳
出
の
伸
び
に
対
し
、

市
税
の
堅
実
な
伸
び
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
市
歳
入
の
柱
で
あ
る
地
方
交
付

税
が
大
き
く
落
ち
込
む
こ
と
か
ら
、
歳
入
不

足
を
補
う
基
金
繰
入
金
が
過
去
最
大
と
な
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
市
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
歳
出
の
抑
制
を
図

り
、
な
お
一
層
の
財
政
健
全
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

  

本
年
度
は
、
一
般
会
計
が
総
額
２
６
０
億
６
，

７
６
０
万
円
で
、
昨
年
度
当
初
比
13
・
２
％

の
大
幅
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
な
内
訳

と
し
ま
し
て
は
、
総
務
費
23
億
２
，
３
９
９

万
９
千
円
、
民
生
費
99
億
６
９
２
万
６
千
円
、

衛
生
費
27
億
７
，
６
５
３
万
３
千
円
、
農
林

水
産
業
費
19
億
８
，
３
５
３
万
９
千
円
、
商

工
費
４
億
３
，
２
０
２
万
６
千
円
、
土
木
費

20
億
３
，
１
９
４
万
８
千
円
、
消
防
費
７
億

３
，
０
２
３
万
２
千
円
、
教
育
費
35
億
４
，
５

９
９
万
７
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
総
額
１
９
０
億
３
３
９
万

９
千
円
で
、
昨
年
度
当
初
比
15
％
の
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

む
す
び
に

 
 

こ
こ
ま
で
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
こ
れ
ら

の
主
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
織
一
丸

と
な
り
、
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
組
織
と
し
て
施
策
を
実
行

す
る
人
と
自
主
財
源
を
確
保
す
る
仕
組
み
を

し
っ
か
り
と
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
職
員
の
出
退
勤
な
ど
勤
務
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
、
効
率
的
に
業

務
が
遂
行
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
職
員
の
能
力
及
び
実
績
に

基
づ
く
人
事
管
理
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
の
「
や
る
気
・
意
欲
」
を
醸
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に

向
け
、
ル
ー
ル
策
定
、
評
価
シ
ー
ト
の
設
計
、

管
理
監
督
職
研
修
等
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

 
 

安
定
し
た
行
政
運
営
を
行
う
た
め
に
も
、

新
た
な
財
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

市
税
の
確
実
な
徴
収
と
同
時
に
、
昨
年
度
は

一
般
社
団
法
人
八
重
山
青
年
会
議
所
の
環
境

改
善
委
員
会
と
環
境
に
関
す
る
法
定
外
目
的

税
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
本

年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
の
法
定
外
目
的

税
の
今
後
の
導
入
を
視
野
に
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
石
垣
市
ま
ち
づ
く
り
支
援
条
例
」

に
基
づ
く
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
、
自
主

財
源
の
確
保
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
寄
付
者
に
対
す
る
特
典
な
ど
の
仕

組
み
改
善
を
行
い
、
全
国
各
地
の
多
く
の
方

々
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
制
度

開
始
以
来
、
寄
附
件
数
は
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
り
、
昨
年
度
も
約
１
，
０
０
０
万
円
の
寄

附
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
本
市

の
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
更
に
多
く
の
方

々
へ
周
知
し
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
た
だ
け
る
方
の
想
い
に
沿
い
な
が
ら
、

一
層
の
改
善
を
加
え
、
本
市
のP

R

を
行
う
と

と
も
に
、
特
産
品
販
売
の
振
興
に
資
す
る
こ

と
も
副
次
的
な
効
果
と
し
て
捉
え
、
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

 
 

一
括
交
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度

は
68
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
通
常
の
補
助

事
業
で
は
実
施
困
難
な
事
業
に
対
し
、
限
ら

れ
た
財
源
で
実
施
し
、
進
捗
状
況
を
把
握
す

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
着
実

に
事
業
効
果
を
出
す
こ
と
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
一
括
交
付
金
は
、

離
島
振
興
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

必
要
不
可
欠
な
重
要
財
源
で
あ
り
ま
す
。
本

年
度
も
引
き
続
き
一
括
交
付
金
を
最
大
限
活

用
し
、
本
市
の
実
情
に
即
し
た
離
島
振
興
に

役
立
つ
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「国営石垣島土地改良事業計画」が確定しました。

  平成26年7月9日、土地改良法に基づき、申
請人代表者から農林水産大臣宛に国営事業石
垣島土地改良事業の施行申請が行われました。
農林水産省において、当申請についての審査
が行われ、当申請が適当であるとされるとと
もに、事業計画が決定され、事業計画書の公
告・縦覧の手続きが進められてきたところで
す。　
　この度、土地改良法に基づく手続きを経
て、｢国営石垣島土地改良事業計画｣が確定い
たしました。また、今後予定されている国営
関連事業についても、受益農家皆様の意見を
伺いながら進めて参りますので、ご協力をお
願いいたします。

　　　　　　石垣市農林水産部むらづくり課
　　　　　　　　　　　　TEL：0980-82-1518

平成 27 年度農業簿記講座の受講生募集について

石垣市農政経済課では、今年も農業者向けに農業簿記講座を行います。
「初心者向けのやさしい講座」と「パソコンを使って簿記を実践する講座」の２
つから、受講を選べます。
簿記を学んで、どんぶり勘定から脱却しましょう！
【受講料】無料
【日　程】全６回
・4/21(火)：午前9：00～正午　・4/22(水)：午後1：30～午後4：30
・4/23(木)：午後1：30～午後4：30　・5/12(火)：午後1：30～午後4：30
・8/25(火)：午後1：30～午後4：30　・8/26(水)：午後1：30～午後4：30
【会　場】石垣市役所２階会議室
【申し込み締切】平成27年４月７日（火）
【申し込み先】石垣市農林水産部農政経済課(0980-82-1307)

平成27年度施政方針平成27年度施政方針平成27年度施政方針平成27年度施政方針



教育委員会だより教育委員会だより
学校給食費改定のお知らせ

引越しの前に通学区域(学校区 )をご確認ください

　　本市学校給食の運営につきましては、日頃よりご理解とご協力を賜り、感謝申し上げます。
　さて、本市では、平成２７年４月１日から、学校給食センターが提供している市内小中学校における学校給食費を
改定いたしますので、保護者皆様のご理解をお願いいたします。　　　
　本市では、学校給食の運営に係る費用は、人件費や水道光熱費等施設の運営に係る予算（一般会計（市の負担））と
児童生徒の給食食材に係る予算（給食会計）に分けられており、給食費は、全額、給食に使用する食材費に充てられ
ています。学校給食においては、安全・安心の面や地産地消の観点から、地元産の食材をはじめとする国産品を中心
とした食材を調達しています。
  しかし、近年、消費税の増税や自然災害等により国産品をはじめとして、食材は値上がりをしている状況ですが、
給食費は平成２年度に改定して以来、２４年間見直しを行っておりません。そのため、消費税導入時や引き上げ時に
おいては、献立に工夫をして対策を行ってきましたが、今後、栄養量を維持しながら給食内容を充実していくには、
値上げせざるを得ない状況となっています。
　校長先生や保護者代表の方が委員となっている「石垣市立学校給食センター運営委員会」において、審議がなされ、
昨今の食材の値上げや消費税の増税、また、栄養価や栄養量の維持と給食内容の充実のためにはやむを得ないとの、
決定がなされております。
　今後とも、子ども達が安全・安心で美味しい給食を、食べられるよう努めてまいりますので、皆様のご理解をお願
いいたします。なお、経済的な事情で支払が困難な場合は、就学援助や生活保護の制度がありますので、早めに学校
等にご相談ください。

　石垣市では地域・家庭・学校が協力し合い子どもたち
の教育を行っています。
その基礎となっているのが通学区域であり、これは住所
によって定められています。引越し等で住所が変わる際
は、通学校が変更になる場合があります。手続き前に今
一度、通学区域をご確認ください。
　また、特別な事情がある方は許可基準に基づき、保護
者の申請により通学区域の変更を行っています。
  詳しくは、教育委員会学務課（☎0980-83-0355）まで
お問い合わせください。

平成 27 年度　学校給食費助成事業のお知らせ

　石垣市では、保護者の教育費負担軽減及び子育て支援推進のため、市立小学校及び中学校に在学する児
童生徒のうち、同一世帯における 3 人目以降の児童生徒の学校給食費を全額助成しております。
【申請対象者】（次の①～③、すべてに該当する方）
①石垣市に住所を有し、市立小学校及び中学校に在籍している子のうち、第３子以降のお子さまがいる保
護者。→ただし、要保護及び準要保護児童生徒は除きます。
②助成を希望する児童生徒以外の兄姉（第１子及び第２子）について、学校給食費を滞納しないことを誓
約できる保護者。
③第１子、第２子の学校給食費において平成 24 年度以降滞納のない保護者。
【申請期間】　平成 27 年４月 10 日（金）～平成 27 年４月 22 日（水）まで
【申請手続き】①助成を受けるには毎年必ず申請が必要です。
②該当児童生徒がおり、助成を希望される方は「第 3 子以降学校給食費助成申請書（兼同意書及び誓約書・
委任状）」を学校へ提出してください。
③申請書は新学期に学校から児童生徒へ配布します。
④上記の申請期間後に書類を提出された場合は、申請日の翌月からの助成となります。ご注意ください。
　ご不明な点がありましたら、お問い合わせください。
【お問い合わせ】　石垣市教育委員会学務課　　電話：0980-83-0355

合計 市補助額 保護者負担額 合計 市補助額 保護者負担額

改定後 235円 42円 193円 4,230円 756円 3,474円
改定前 205円 38円 167円 3,690円 684円 3,006円
値上額 30円 4円 26円 540円 72円 468円

1食単価 月基準額（18食）

合計 市補助額 保護者負担額 合計 市補助額 保護者負担額

改定後 265円 45円 220円 4,770円 810円 3,960円
改定前 225円 41円 184円 4,050円 738円 3,312円
値上額 40円 4円 36円 720円 72円 648円

1食単価 月基準額（18食）

【小学校】 【中学校】

石垣市奨学生・桃原用昇奨学生募集

1  募集期間：平成 27 年 4 月 10 日（金）
　　　　　　　　～平成 27 年 4 月 27 日（月）
2  貸付額：50,000 円 / 月　　※無利子
3  お問い合わせ：石垣市教育委員会総務課企画調整係
　　　　　　　　　電話（0980）87－5077

市立図書館からのお知らせ　市立図書館からのお知らせ　 『本は　キラキラ　万華鏡』

◆◆◆おねがい◆◆◆
　図書の返却期限は過ぎていませんか。

あなたが借りた本を誰かが待っているかも

しれません。

返却忘れの確認をお願いします。

４月２３日～５月１２日は「こどもの読書

週間」です。５月５日(火)「こどもの日」

は特別開館いたします。多くのお子様の御

来館をお待ちしています。

【お問い合わせ先】石垣市立図書館

☎０９８０-８３－３８６２

　本を借りるには
 （利用カードの作成）
石垣市の住所確認書類が
必要です。
・住民票・運転免許証
・健康保健手帳　ほか

!

子どもの読書週間標語



お知らせ

「
島
の
は
た
お
と　

い
つ
ぬ
世
ま
で
ぃ
ん
」を
テ
ー
マ
に

石
垣
市
織
物
事
業
協
同
組
合
の
中
で
行
わ
れ
て
い

る
仕
事
、
活
動
を
広
く
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
、

理
解
し
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
27
年
5
月
2
日
（
土
）
・
3
日
（
日
）

【
会
場
】
石
垣
市
民
会
館
展
示
室

【
内
容
】
八
重
山
ミ
ン
サ
ー
の
展
示
即
売
会
や
平

成
26
年
度
講
習
会
終
了
作
品
展
等

【
問
合
せ
先
】
石
垣
市
織
物
事
業
協
同
組
合

☎
０
９
８
０-

８
２-

５
２
０
０

◆
第
23
回
石
垣
市
織
物
事
業
協
同
組
合
展

の
ご
案
内

企
画
部
商
工
振
興
課

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の

自
動
償
還
払
い
対
象
医
療
機
関
が
『
市
内
協
力
機

関
の
み
』
か
ら
『
県
内
協
力
機
関
』
に
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
受
給
資
格
者
証
が
現
行
の
様
式
か
ら

県
内
統
一
様
式
へと
変
更
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
１
日
受
診
分
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
利
用

で
き
る
よ
う
３
月
中
に
、
新
受
給
者
証
を
発
送
い
た

し
ま
す
。
保
険
者
（
国
保
・
社
保
等
）
の
移
動
、
受
給

者
口
座
の
変
更
、
そ
の
他
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
届
出
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
医
療
機
関
で
の
受
診
時
は
、
受
給
資
格
者
証

の
提
示
が
原
則
必
須
条
件
と
な
り
ま
す
。

石
垣
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
関
す
る
詳
し

い
情
報
は
「石
垣
市
児
童
家
庭
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
福
祉
部
児
童
家
庭
課
児
童
福
祉
係

☎
０
９
８
０‐

８
２‐

１
７
０
４

◆
こ
ど
も
医
療
費
助
成
金
受
給
資
格
者
証
及

び
自
動
償
還
対
象
医
療
機
関
の
変
更
に
つ
い
て

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
の
窓
口
（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）

に
申
請
（
認
定
請
求
書
提
出
）が
必
要
で
す
。

転
居
に
伴
い
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
が
変
わ
る
方

は
【
◆
転
出
元
の
市
区
町
村
で 

→ 

受
給
事
由
消

滅
届
】 

【
◆
転
入
先
の
市
区
町
村
で 

→ 

認
定
請
求

書
】
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
転
出
予
定

日
か
ら
15
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。
申
請
が
遅

れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
申
請
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
福
祉
部
児
童
家
庭
課

☎
０
９
８
０‐

８
２‐

１
７
０
４

※

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◆
転
出
・転
入
の
際
は

「児
童
手
当
」の
手
続
も
お
忘
れ
な
く
！

【
条
件
】

①
探
査
予
定
面
積
が
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
こ
と
。

②
地
主
及
び
耕
作
人
が
不
発
弾
等
の
調
査
・発
掘

工
事
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
。

上
記
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
要
望
可
能

で
す
が
、
要
望
箇
所
を
事
前
調
査
し
た
際
に
、
探

査
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
影
響
（急
傾
斜
地
な
ど
）

が
あ
る
箇
所
等
に
つ
い
て
は
探
査
が
実
施
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

県
が
発
表
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
探
査
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※

探
査
費
用
に
つ
い
て
は
、
県
の
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
る
た
め
、
個
人
負
担
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
築
を
予

定
し
て
い
る
方
へ

建
築
予
定
地
の
不
発
弾
磁
気
探
査
費
用
を
全
額

補
助
す
る
「
沖
縄
県
住
宅
等
開
発
磁
気
探
査
支

援
事
業
」
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

不
発
弾
磁
気
探
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
建
築
工

事
や
周
辺
住
宅
の
安
全
・安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※

探
査
費
用
に
つ
い
て
は
、
県
の
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
る
た
め
、
個
人
負
担
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

不
発
弾
等
磁
気
探
査
に
つ
い
て
は
、
石
垣
市
総
務

部
防
災
危
機
管
理
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
☎
０
９
８
０-

８
７-

５
５
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
８
０-

８
３-

１
４
２
７

～　特定健診のお知らせ　～

地
方
税
法
第
４
１
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
の
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ

い
て
、
下
記
の
と
お
り
関
係
者
に
供
し
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】
平
成
27
年
４
月
１
日
～
６
月
１
日

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

【
縦
覧
場
所
】
石
垣
市
役
所
税
務
課
（窓
口
⑭
番
）

【
縦
覧
で
き
る
方
】
石
垣
市
内
に
土
地
・家
屋
を
有

す
る
納
税
者
（納
税
管
理
人
）ま
た
は
そ
の
代
理
人
。

【
持
参
す
る
も
の
】
印
鑑
及
び
本
人
等
を
確
認
で

き
る
書
類
（運
転
免
許
証
、
保
険
証
又
は
納
税
通

知
書
等)

。
代
理
人
の
場
合
は
納
税
者
等
本
人
か

ら
の
委
任
状
も
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
石
垣
市
役
所
税
務
課　

資
産
税
係

☎
０
９
８
０‐

８
７‐

９
０
４
３

◆
土
地
・家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

に
つ
い
て

総
務
部
税
務
課

住所（石垣市） 電話番号（0980）

 大浜446-1 ８３－５５０７

 登野城548-4 ８８－７０６８

 大浜36 ８７－５０９３

 新川2124 ８３－５６００

 新川1695-123 ８８－５１５０

 新川127-3 ８８－１６１６

 登野城171-6 ８８－８５００

 真栄里243-1 ８３－７７７１

 大川179-7 ８２－３１７０

 新川27 ８２－４１８１

 平得120-3 ８８－７７１１

 新川2287-35 ８３－４７８１

　てるや内科胃腸科

　にいむら内科胃腸科クリニック

　よなは医院

　上原内科医院

　大浜診療所

　下地第２脳神経外科

　博愛医院

　宮良内科胃腸科医院

　かりゆし病院

　仲間内科クリニック

　やいま中央クリニック

特定健診登録医療機関名

　石垣島徳洲会病院

年に一度は健診を受けて、健康チェックをしましょう。
※対象者：国民健康保険に加入している４０歳～７４歳の方。

〇個別健診日程〔平成27年4月1日～平成28年3月31日〕
個別健診を受診できる医療機関は下記のとおりです。（要予約）

【健診に必要な物】国民健康保険被保険者証（受診券一体型）
【費 用】 無 料 （特定健診基本検査項目）
・定期的に通院されている方も特定健診の対象者です。
・左記の医療機関以外に、沖縄県内の登録医療機関でも受診で
きます。
○ 集団健診は6月下旬から7月までを予定しています。
詳しくは、 「広報いしがき6月号」でお知らせします。
※注意※ 
「個別健診」と「集団健診」の両方を受診することはできません。
家族の願いは　あなたの健康　受けて安心　特定健診！
【お問い合わせ】 
石垣市健康福祉センター　電話 0980-88－0089

『受診券』は被保険者証と１つになってます。
「被保険者証」を忘れずにおこし下さい。

◆
福
祉
部
児
童
家
庭
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

沖
縄
県
で
は
「広
域
探
査
発
掘
加
速
化
事
業
」と
し

て
、
主
に
民
間
地
の
探
査
・
発
掘
事
業
を
実
施
し
、

不
発
弾
等
の
早
期
処
理
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
畑
と
し
て
利
用
し
て

い
る
土
地
や
長
期
的
に
は
住
宅
建
築
を
予
定
し
て

い
る
土
地
の
地
主
ま
た
は
耕
作
人
の
方
が
申
込
み
で

き
ま
す
。
対
象
箇
所
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
①
、
②
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
平
成
27
年
度
不
発
弾
等
探
査
要
望
箇
所

調
査
の
募
集
に
つ
い
て

総
務
部
防
災
危
機
管
理
室

こ
れ
ま
で
、
意
思
疎
通
支
援
事
業
に
お
け
る
手
話

通
訳
者
派
遣
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
石
垣
市
社

会
福
祉
協
議
会
（地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
む
ゆ

る
館
）に
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
27
年

4
月
1
日
よ
り
石
垣
市
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

に
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

手
話
通
訳
者
等
派
遣
及
び
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
障
が
い
福
祉
課
ま
で
申
請
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【申
込
・問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
０
９
８
０-

８
２-

９
９
４
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
：０
９
８
０-

８
２-
１
５
８
０

Ｅ
メ
ー
ル
：syu

w
a@

city.ish
igaki.o

kin
aw

a.jp

◆
意
思
疎
通
支
援
事
業
に
お
け
る
手
話

通
訳
者
等
派
遣
事
業
に
つ
い
て

福
祉
部
障
が
い
福
祉
課



4広
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い
し

が
き

　
平

成
27年

4月
号

　
◆

発
行

／
石

垣
市

　
◆

編
集

／
沖

縄
県

石
垣

市
企

画
部

企
画

政
策

課
　

電
話

：
0980-82-1350  〒

907-8501　
石

垣
市

美
崎

町
14番

地

　　　　　　　　  　         1          2          3          4

5　　　   6          7           8          9        1 0         11

12　　　 13       14       15       16      17       18　　  

19        20　　　 21       22        23       24        25

・4月 1日・15日 伊原間保健指導所
・4月 1日       新栄町公民館
・4月 2日       登野城漁港 
・4月10日・24日 川平保健指導所
・4月22日　　　 公設市場　　　　 
【問い合わせ】健康福祉センター  電話：0980-88-0088

2015
Calender
2015
Calender

26        27　　　 28         29        30
・昭和の日・市民防災訓練

４月２４日の市民防災の日及び同週間において、大規
模地震による津波来襲を想定した津波避難訓練を実施
します。非常用持ち出し袋を事前に用意し、避難所ま
で持って歩いてみましょう。４月２６日の全市民を対
象とした訓練では、避難場所等で防災活動を行う地域
もありますので積極的に参加しましょう。
※訓練当日は、防災無線からのサイレンや携帯電話へ
メールが配信されますので、実際の災害と間違わない
ようにご注意ください。

平成２７年４月２４日（金）　１１時～　
対象：各小中学校・幼稚園・保育所（園）、社会福祉
施設等、津波一時避難ビル（周辺事業所） 

平成２７年４月２６日（日）　午前中
対象：全市民（自主防災会、自治公民館、自治会等）

【お問い合わせ先】
総務部防災危機管理室　☎０９８０-８７-５５３３

４月２６日（日）に全市民を対象とした
防災訓練を実施します

・消費者相談
（市役所）

・消費者相談
（市役所）

・消費者相談
（市役所）

・消費者相談
（市役所）

・ラジオ体操会
（市陸上競技場）

お引越しのピーク時期にあたり、次の内容で市民課窓口業務の受付時間を延長いたします。
当日は、窓口が大変混雑するため、時間にはゆとりをお持ちになり、ご来庁頂きますようお願いします。
【場　所】石垣市役所市民課窓口
【日　時】平成２７年４月１日（水）、４月２日（木）　午後６時まで
【内　容】①住所異動届（転入・転出・転居等）とそれに伴う国民健康保健、国民年金（加入・喪失等）
　　　　　児童手当等に関する手続②住民票等の写し、印鑑登録・証明③離島住民カードの発行申請

４月１日（水）と４月２日（木）の２日間、市民課窓口時間を延長します４月１日（水）と４月２日（木）の２日間、市民課窓口時間を延長します


